




子どもの広場

合併処理浄化槽への転換が完了した様子

※援農ボランティア　農業に興味があり農
家の手伝いを希望する市民(援農者)のこと。
ＪＡ相模原市が主体となり、援農ボランティ
アの育成と、人手が欲しい農家への紹介に
取り組んでいる。

※地域医療支援病院　かかりつけ医を支援し、医療機器の共同利用や救急医療体制の確保等、
地域医療の中心的な役割を担う病院のこと。
※アピアランスケア　がん治療により外見に変化が生じた方に対し、社会生活を送る上でのつら
さや不安を軽減し、その人がその人らしく過ごせるよう、社会とのつながりをサポートすること。

※計画　第9期相模原市高齢者保健福祉計画のこと。

※基本計画　県が策定を予定している「かな
がわ水源環境保全・再生基本計画」のこと。
※合併処理浄化槽への転換　ここでは、小倉・
葉山島地区における単独処理浄化槽などか
ら合併処理浄化槽への転換のことを指す。

※要望　令和7年4月に「リニア中央新幹線関東車両基地回送線旅客線化を求める市民協議会」
が自由民主党幹事長へ要望書を提出したもの。面会の際に市長も同行した。

その他の質問　児童・生徒のデジタル機器の長時間使用と影響など

地域医療支援病院（※）への支援
現在の状況と今後の充実は
紹介患者への医療提供に関する事項等を審議
するため当該病院が設置している運営委員会
に参加している。引き続き、救急医療体制の
維持・確保に向け、状況の把握に努めていく。

市長

アピアランスケア（※）施策の充実
がん以外への助成対象拡大は
現在の助成制度は、国の「がん対策推進基本
計画」を基に実施している。がん以外の要因
で外見の変化が生じた方を対象とすることは、
範囲や審査方法、財源確保等の課題がある。

市長
その他の質問　自治会法人化／路上の落ち葉対策と排水性の確保

小倉・葉山島地区の生活排水
下水道整備等推進への見解は
当該地区では下水道を整備するまでの間、単独
処理浄化槽などから合併処理浄化槽への転換を
進めている。基本計画（※）も踏まえつつ、更な
る生活排水処理率の向上に取り組んでいく。

市長

合併処理浄化槽への転換（※）推進
費用負担軽減等への支援策は
転換する際の補助制度を設けているが、利用は
少ない状況である。早期転換と適切な維持管理
を進めるためには、より地域の実情に即した取
組を行っていく必要があると考えている。

市長

その他の質問　喫煙所／木もれびの森／教育行政など

ケアラーの生活を犠牲にしない
介護環境の実現への見解は
ヤングケアラー等、生活上の課題を抱える家族介
護者等への対策は重要と考えており、計画（※）に
おいて課題を抱える世帯への支援充実や負担
軽減のための支援が必要と位置づけている。

市長

米国や中国において加速する
宇宙産業をめぐる国の動向は
宇宙関連産業を日本経済の成長産業とするた
め、衛星や宇宙科学・探査、宇宙輸送の分野で
技術開発を推進し、国内市場規模を2030年代
早期に約8兆円に拡大する計画と承知している。

市長

その他の質問　旧鳥屋小学校における施設利用及び借地利用交渉の進展

鳥居原ふれあいの館
施設の設置目的と建設時期は
鳥屋地域の自然環境を生かした産業振興を図
り、地域活性化に資することを目的に、農林産
物等の直売や市民交流促進の場として、国、県
の補助金等を活用し平成12年4月に設置した。

市長

リニア中央新幹線関東車両基地
回送線旅客線化要望（※）の成果は
市民協議会の皆様が主体となって、私や愛川町
長、清川村長の同行のもと要望を行ったことは、
地域一丸で旅客線化を望んでいる事を訴える上
で有意義なものであったと考えている。

市長

（6）  2025年（令和7年）11月 1 日

その他の質問　道路の維持管理など

農業従事者の不足を補う取組
援農ボランティア（※）の派遣実績は
援農ボランティアの派遣件数と派遣人数は、
令和5年度は123件、延べ2,318人、6年度
は118件、延べ2,299人である。

市長

自治会等が設置や管理
子どもの広場の位置付けは
子どもたちの健やかな心と体を育む場として、
地元自治会など地域団体が自主的に設置、管
理運営しているものであり、地域の身近な居
場所として有意義なものであると考えている。

市長
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渡部 俊明
（自民党）

わた なべ とし あき

その他の質問　地域包括ケアシステムの現状と課題／子ども会とＰＴＡなど

福祉・教育分野の市民サービス
国に財政措置を求める考えは
子どもの医療費助成や学校給食費の無償化等
は、国の責任と財源で全国一律に実施するも
のと考える。一方で、本市の強みを生かした
施策を推進し、その財源も国へ要望していく。

市長

生活保護受給者への支援
自立に向けた取組の強化策は
職歴や希望等を踏まえ、ハローワーク等と連携
し仕事探しの支援を進めている。また、毎月提
出を求めている求職活動状況報告を確認し、就
労意欲の喚起に向けた助言を行っている。

市長

栗原 大
（立　民）

ゆたかくり はら

詳しい内容については、
市議会ホームページや
議会中継（録画）をご覧ください。

各議員の
氏名の下から
一般質問の録画
映像にアクセス
できます。

いえ

小林 たかみち
（無所属）

こ ばやし

加藤 明徳
（公明党）

か とう あき のり

森 繁之
（さがみみらい）

もり しげ ゆき

寺田 弘子
（自民党）

てら ひろだ こ

▷国による義務教育財源の保障、教育の機会均等と水準の維持・向上、並びに
ゆきとどいた教育の実現を求めることについて（第19号）

▷不妊治療に対する助成制度の創設に関することについて（第17号）

▷「はり・きゅう・マッサージ施術料助成制度」の廃止に関することについて
（第18号）

▷相模原市役所周辺駐車場料金の無料時間に関することについて（第20号）

▷公共施設内での労働組合加入、政党機関紙の勧誘等に関する調査及び是正を
求めることについて（第21号）

▷「こども誰でも通園制度（乳児等通園支援事業）」にかかわることについて
（第22号）

▷相模原南市民ホールの利用延長に関することについて（第23号）

▷相模原南市民ホールの利用延長に関することについて（第24号）

▷相模原南市民ホールの利用延長に関することについて（第25号）

陳情の審議結果
採 択

不 採 択


